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東京を遊ぶ 葛飾 柴又・亀有界隈

東京ふれあいロード・プログラム

俳優 地井武男さん
さんぽのじかん
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Takaaki  Enoki 

2 東京Michi百景
東京都庁舎

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene18 葛飾 柴又・亀有界隈

6 エコ・スタイル⑱
エコ豆知識／エコツーリズム

7 エッセイさんぽのじかん
子どもの頃の“さんぽ力”が
僕の原動力になっている －－－－－－－ 地井武男さん

9 TR-mag.Topics
地域主導のみちづくりフォーラム開催！

11 道物語・「東京・まち・今昔」①
西新宿・都庁舎周辺、淀橋浄水場跡通り

13 渡辺祥子のシネマの中の東京⑱
『映画の中の昔ながらの商店街は
大人のための楽しい遊びの場』

15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-18／
株式会社東京めいらく（東京本部）・（豊島区）
TR-mag.focus Again！／西ヶ原フラワーロード会（北区）

17 Information & News
公社駐車場が続々オープン！
社用車として電気自動車を購入
新宿駅西口広場イベントコーナー 売上金の一部を寄付
『フレッシャーズ・ギャラリー2010』開催のお知らせ 他

19 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

21 クロスワードパズル⑬
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

東京に珍しく雪が積もった日、
早速スケッチ道具を持って出掛
けてみた。神社の境内には深々

し ん し ん

と雪が降り積り、わずかに足跡を
残すのみでほとんど人影もない。
時間が止まったような静けさに
包まれて絵筆を動かしていると、
ひとひらの雪がスケッチブック
に舞い下りてきた。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、
劇団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小
説『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・
テレビ・舞台で俳優として活躍する一方、ア
ジアを中心に世界各地の絵を描き続ける。
画文集『いい加減なスケッチのすすめ』『東
京讃歌』『東京散歩』『チベットの碧（あお）』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

C o n t e n t s

（「雪のおまいり」スケッチ場所：東京・根津神社）
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平成3年3月に竣工した東京都庁舎は、日本を代表する世界的な建築家・丹下健三
の設計で、第一本庁舎、第二本庁舎、都議会議事堂の3棟で構成されている。高さ
243mの第一本庁舎は完成当時は日本一の高さを誇った。45階には展望室があり、
地上202メートルの高さから東京のまちを一望できる。

新宿西口の天空にそびえ立つ二本のタワー。
高層ビル群の中で異彩を放つ東京都庁第一庁舎。

淀橋浄水場の跡地に誕生した東京都庁舎。

高層ビル街区で二つのタワーが圧倒的な存在感を示す第一本庁舎は、

パリのノートルダム大聖堂を模したと言われています。

平成3年3月の竣工以来、東京のランドマークともなっており、

国内外からも多くの観光客が訪れています。
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WalkIn
葛飾 柴又・亀有界隈

葛飾といえば寅さんの愛した柴又、こち亀の両さんが爆走する亀有。下町情緒あふれる素朴で温
かい町は、訪れる人をほっとさせてくれます。今回は葛飾区地域振興部産業経済課観光振興担当
係の古澤洋平さんと葛飾区地域振興部産業経済課融資相談係の神千尋さんに柴又・亀有界隈
を案内していただきました。パーク＆ライドや駐車場を利用して、のんびり下町散策もいいものです。

TR東京都道路整備保全公社が管理する
東京都八重洲駐車場

※取材協力／
飾区地域振興部産業経済課

■
柴
又
エ
リ
ア

お
も
ち
ゃ
の
町
・
葛
飾
は
今
も
健
在
！

葛
飾
区
は
、
東
は
江
戸
川
を
境
に
千
葉
県
松

戸
市
に
、
西
は
足
立
区
、
南
は
江
戸
川
区
・
墨
田

区
、
北
は
埼
玉
県
八
潮
市
・
三
郷
市
に
そ
れ
ぞ
れ

接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
西
に
荒
川
、中
央
に
中
川
、

東
に
江
戸
川
が
流
れ
、
水
辺
の
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

葛
飾
と
い
え
ば「
寅
さ
ん
」の
柴
又
、「
こ
ち
亀
」

の
亀
有
が
全
国
的
に
有
名
で
す
が
、
実
は
東
京

23
区
内
で
3
番
目
の
工
場
集
積
地
で
、
高
い
技

術
を
も
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
工
場
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
戦
後
日
本
の
主
要
輸
出
品
と
な
っ

た
玩
具
の
製
造
を
支
え
た
セ
ル
ロ
イ
ド
産
業
の

中
心
地
で
、お
も
ち
ゃ
工
場
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
今
で
も
、お
も
ち
ゃ
の
箱
に
記
さ
れ
た
メ

ー
カ
ー
の
住
所
に
葛
飾
区
と
書
か
れ
た
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

帝
釈
天
参
道
の
入
口
の
近
く
に
あ

る
柴
又
ハ
イ
カ
ラ
横
丁
の「
柴
又
の
お

も
ち
ゃ
博
物
館
」。
最
初
は
寅
さ
ん

の
町
に
な
ん
で
お
も
ち
ゃ
？
と
思
う

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
葛
飾
の

産
業
の
歴
史
を
知
れ
ば
納
得
で
き
ま
す
。
昭
和

の
下
町
が
再
現
さ
れ
た「
柴
又
の
お
も
ち
ゃ
博
物

館
」は
、
特
に「
昭
和
の
子
ど
も
」だ
っ
た
人
に
は

懐
か
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
柴
又
駅
の
北
口
、
徒
歩
約
3
分
の
と
こ

ろ
に
寛
永
10
年（
1
6
3
3
）の
創
建
と
伝
え
ら
れ

る
柴
又
八
幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。

獅
子
舞
い
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
郷

土
芸
能
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
毎

年
10
月
の
例
祭
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
神
社
か
ら
古
墳
や
寅
さ

所在地／
東京都中央区京橋１-10-１号先
営業時間・料金／
時間制　30分230円

（8時～22時）
60分230円
（22時～8時）

平日１dayパスポートあり
収容台数／265台

ん
に
似
た
埴
輪
が
発
掘
さ
れ
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

遺
跡
発
掘
と
い
え
ば
、
柴
又
2

丁
目
に
あ
る
古
録
天
神
社
か
ら

も
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
の
建
物
跡
や
遺
物
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
境
内
に
は
学
問
の
神
様
・
北
野
天
満
宮
、

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
御
神
徳
と
す
る
矢
付

稲
荷
神
社
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
神
社

で
す
が
、お
神
輿
は
大
き
く
、お
囃
子
が
同
乗
す

る
獅
子
頭
の
山
車
が
で
る
の
は
、
区
内
で
は
こ
の

古
録
天
神
社
の
例
大
祭
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

寅
さ
ん
が
産
湯
を
つ
か
っ
た

帝
釈
天
は
柴
又
の
象
徴

寅
さ
ん
の
町
、
葛
飾
区・
柴
又
で
出
迎
え
て
く
れ

る
の
は
、
駅
前
に
立
つ
フ
ー
テ
ン
の
寅
こ
と
車
寅
次

郎
の
銅
像
。
こ
の
小
さ
な
駅
か
ら
柴
又
帝
釈
天
へ

向
か
う
2
0
0
ｍ
ほ
ど
の
参
道
こ
そ
が
、
寅
さ
ん
の

ふ
る
さ
と
。
参
道
入
口
に
は
、山
田
洋
次
監
督
に

よ
る『
男
は
つ
ら
い
よ
』の
映
画
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

矢
切
の
渡
し
で
小
さ
な
船
旅
気
分

寅
さ
ん
記
念
館
か
ら
柴
又
公
園
、
江
戸
川
河
川

敷
ま
で
は
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
け
ま
す
。
芝
生
の

広
が
る
土
手
に
腰
を
お
ろ
し
、
寅
さ
ん
の
気
分
を

味
わ
う
の
も
よ
し
、
記
念
館
の
向
か
い
の
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
自
転
車
を
借
り
、
目
の
前

に
広
が
る
江
戸
川
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
へ
繰

り
出
す
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
河
川
敷
に

は
、
区
営
の
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
河
川
敷
に
は
歌
謡
曲
で
有
名
な
矢
切
の
渡

し
が
あ
り
、今
も
柴
又
と
松
戸
間
を
結
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
は
寛
永
8
年（
1
6
3
1
）、
対
岸
へ
出

か
け
る
村
人
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
以
来
、
庶
民

の
足
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
片
道
わ
ず

か
5
分
の
小
さ
な
船
旅
で
す
が
、
静
か
で
心
地
よ

い
ひ
と
時
が
味
わ
え
ま
す
。

土
手
の
左
手
に
は
、都
内
で
最
初
に
高
度
浄
水

処
理
が
組
み
込
ま
れ
た
金
町
浄
水
場
が
あ
り
、都

内
の
多
く
の
家
庭
に
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。江
戸

川
に
並
ん
で
建
つ
金
町
浄
水
場
の
取
水
塔
の
三
角

屋
根
と
丸
屋
根
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
き
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
そ
の
昔「
か
ら
め
き
の
瀬
」

と
い
わ
れ
、
北
条
氏
が
こ
の
瀬
を
渡
っ
て
里
見
城

を
攻
め
た
と
い
う
国
府
台
の
合
戦
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

こ
の
近
く
に
は
、
江
戸
後
期
に
創
業
さ
れ
た
川

魚
料
理
の
料
亭
・
川
甚
も
あ
り
ま
す
。
夏
目
漱
石

『
彼
岸
過
迄
』や
松
本
清
張『
風
の
視
線
』、永
井
荷

風『
断
腸
亭
日
乗
』、
谷
崎
潤
一
郎『
詩
人
の
わ
か

れ
』、
林
芙
美
子『
晩
菊
』、
幸
田
露
伴『
付
焼
刃
』

な
ど
に
も
実
名
で
登
場
し
て
い
る
川
甚
は
、今
も

人
気
の
料
亭
で
す
。

こ
の
柴
又
で
楽
し
め
る
の
は
、
目
に
映
る
も
の

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
道
を
行
き
交
う
人
々

の
声
や
梵
鐘
の
音
、そ
し
て
江
戸
川
の
野
鳥
の
声
、

矢
切
の
渡
し
の
櫓
を
こ
ぐ
音
や
川
面
を
わ
た
る
風

の
音
…
。
残
し
た
い
日
本
の
音
風
景
1
0
0
選
に

選
ば
れ
た「
柴
又
帝
釈
天
界
隈
と
矢
切
の
渡
し
」の

他
に
も
、
新
し
く
て
懐
か
し
い
音
が
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

団
子
屋
、
煎
餅
屋
、
飴
屋
、
佃
煮

屋
、
漬
物
屋
、
料
理
屋
な
ど
が
軒

を
連
ね
、映
画
さ
な
が
ら
の
賑
や

か
な
商
店
街
が
続
く
参
道
に
は
、

映
画
の
舞
台「
く
る
ま
や
」の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
お
店
も
あ
り
ま
す
。

名
物
の
お
団
子
を
食
べ
た
り
、
昔
懐
か
し
い
も
の
を

見
つ
け
た
り
…
、こ
れ
こ
そ
寄
り
道
の
楽
し
み
で
す
。

そ
の
先
が
柴
又
帝
釈
天
、
正
式
名
称
は
経
栄
山

題
経
寺
。
日
蓮
宗
の
お
寺
と
し
て
寛
永
6
年（
1

6
2
9
）に
日
忠
上
人
が
創
立
し
、
日
蓮
上
人
が

刻
ん
だ
帝
釈
天
の
板
仏
が
本
尊
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
帝
釈
天
の
名
前
で
親
し
ま
れ
、
以
来
、

柴
又
は
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
山
門

（
二
天
門
）を
く
ぐ
る
と
正
面
に
帝
釈
堂
が
あ
り

ま
す
。
境
内
に
あ
る
総
ガ
ラ
ス
張
り
の「
彫
刻
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」と
回
廊
式
庭
園
・
邃
渓
園

す
い
け
い
え
ん

は
一
見
の
価

値
が
あ
り
ま
す
。

「
私
、生
ま
れ
も
育
ち
も
葛
飾
柴
又
　
帝
釈
天

で
産
湯
を
つ
か
い
…
」と
、
寅
さ
ん
の
口
上
に
あ
る

よ
う
に
、
帝
釈
天
は
柴
又
の
象
徴
で
あ
り
、こ
の
町

で
暮
ら
す
人
た
ち
を
今
も
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

柴又帝釈天に行く前に、柴又街道沿い
にある葛飾元気野菜直売所をのぞい
てみるのも良い。店内のパネルには
生産者のプロフィール（顔写真・名前・
住所・生産者番号）が表示され、野菜の
結束テープには品名、価格、収穫日の
ほか生産者番号が記載されているの
で照合すれば生産者の顔や作られた
場所が分かるしくみになっています。
新鮮でリーズナブルな人気商品はすぐ
に売り切れてしまうとか。

生産者の顔が見える　
葛飾元気野菜直売所の
おいしい野菜

に
な
っ
て
い
ま
す
。売
店
下
町
や
で
は
、男
は
つ
ら
い

よ
関
連
グ
ッ
ズ
や
寅
さ
ん
変
身
セ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル

し
て
お
り
、
館
内
で
記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。

平
成
21
年（
2
0
0
9
）12
月
5
日
の
リ
ニュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
で
寅
さ
ん
の
少
年
時
代
を
テ
ー
マ
に
し

た
ジ
オ
ラ
マ
が
登
場
。東
京
大
空
襲
や
寅
さ
ん
が

家
出
を
す
る
シ
ー
ン
な
ど
6
場
面
を
、日
本
が
歩

ん
だ
時
代
背
景
を
交
え
、寅
さ
ん
と
妹
さ
く
ら
の

目
線
で
た
ど
り
ま
す
。ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
寅
さ
ん
の

妹
・
さ
く
ら
役
の
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
が
務
め
、寅
さ

ん
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
が
、寅
さ
ん
を
知
ら

な
い
人
で
も
楽
し
め
る
は
ず
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

柴又駅

柴又八幡神社

古録天神社

帝釈天

ハイカラ横丁

直売時間：午前10時30分～午後4時
（売れ切れ次第終了）
定休日：木曜日・日曜日・祭日・年末年始

銅板に山田洋次監督の
コメントが刻まれている

←山本亭

金町浄水場の取水塔
三角屋根の第二取水塔は昭和16年
（1941）に完成
丸屋根の第三取水塔は昭和39年
（1964）に完成

江戸川河川敷

寅さん記念館・山本亭
開館時間：午前９時～
午後５時（入館は閉館
30分前まで）休館日：第
3火曜日（祝日・休日の
場合は、直後の平日）

矢切の渡し
運行期間：3月中旬から11月末日まで毎日
（上記以外は土日祝日と帝釈天の縁日のみ）
乗船料（片道）：中学生以上100円　子供：50円
※荒天の場合は運休

レンタサイクルセンター
利用時間：
3月～10月 午前9時～午後5時
11月～2月 午前9時～午後4時
営業日：
土・日及び祝日、4月30日～5月2日
12月28日～1月4日は休業

東京23区内でも最大規模の面
積を誇る、水元公園は四季を通
して自然の移り変わりの様子を
楽しめます。特に桜や花菖蒲の
季節には花見客で賑わいます。
バーベキューを楽しめる場所も
あり、アウトドアを楽しみたい人
たちにはお勧めのスポット。
主な施設：大芝生広場、水生植物園、花菖
蒲園、野外ステージ、キャンプ広場、バー
ベキュー広場、冒険広場、涼亭（食事処）、
水元かわせみの里、バードサンクチュア
リ、ポプラ並木、メタセコイヤの森

都内最大の水元公園で
季節を感じる

★恵比寿天／（医王寺 真言宗　柴又5-13-6）
★大黒天／（宝生院 真言宗　柴又5-9-18）
★毘沙門天／（題経寺 日蓮宗（帝釈天）

柴又7-10-3）
★弁財天／（真勝院 真言宗 柴又7-5-28）
★宝袋尊／（良観寺 真言宗 柴又3-33-13）
★福禄寿／（万福寺 曹洞宗 柴又6-17-20）
★寿老人／（観蔵寺 真言宗 高砂5-5-2）

柴又　七福神巡り

帝釈天の参道は食べ歩きもOK!

あそこに
見えるのが
矢切の渡し

ちょっと

足を
伸ばして

自動車を駅周辺の駐車場に停
めて(Park)、電車やバスに乗
り換える(Ride)。渋滞緩和の
方策の一つで、TR東京都道
路整備保全公社も渋滞緩和や
環境改善を図るためにパー
ク＆ライドを推進しています。

パーク＆ライド

寅
さ
ん
記
念
館
で

な
り
き
り
寅
さ
ん
を
体
験

山
門
を
出
て
左
に
回
り
、お
寺
の
塀
に
沿
っ
て

さ
ら
に
左
に
歩
い
て
行
く
と
葛
飾
区
が
管
理
す
る

山
本
亭
が
あ
り
ま
す
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
建
て
ら
れ
た
実
業
家
の
邸
宅
で
、
東
京
都
選
定

歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
見
事
な
書
院
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
抹
茶
や
ぜ
ん

ざ
い
、コ
ー
ヒ
ー
、ラ
ム
ネ
な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。
柴

又
散
策
の
ち
ょっ
と
ひ
と
休
み
に
お
勧
め
で
す
。

山
本
亭
か
ら
寅
さ
ん
記
念
館
ま
で
は
通
り
抜
け

O
K
。寅
さ
ん
記
念
館
は
江
戸
川
堤
防
と
一
体
に

な
っ
た
公
園
で
、そ
の
地
下
を
く
り
抜
い
て
作
ら
れ

た
特
徴
の
あ
る
建
物
で
す
。建
物
の
中
心
に
あ
る

吹
き
抜
け
の
庭
に
は
、焼
き
付
け
タ
イ
ル
で
映
画

『
男
は
つ
ら
い
よ
』の
全
国
ロ
ケ
地
が
わ
か
る
よ
う

亀有駅南口

qwert／©松竹
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人
情
味
に
溢
れ
る
柴
又
、亀
有
界
隈
を
散
策
し
て
い

る
と
、
何
か
懐
か
し
い
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

葛
飾
区
に
は
、一
年
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
見
所
が

あ
り
ま
す
。四
季
折
々
の
葛
飾
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

※掲載データは2010年1月20日現在のものです。

普
段
着
の
似
合
う
ゆ
う
ろ
ー
ど

南
口
の
両
さ
ん
像
は
亀
有
リ
リ
オ
パ
ー
ク
前
に

あ
り
、
こ
ち
ら
は
半
纏
姿
の
お
祭
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
実

は
、
両
さ
ん
像
は
亀
有
銀
座
商
店
街
ゆ
う
ろ
ー
ど

の
中
央
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
内
に
も
あ
り
、こ
ち
ら
は

少
年
の
両
さ
ん
で
す
。

亀
有
銀
座
商
店
街
ゆ
う
ろ
ー
ど
は
、亀
有
駅
南

口
か
ら
旧
水
戸
街
道
に
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
駅
前

商
店
街
。
Ａ
街
区
・Ｂ
街
区
・Ｃ
街
区
・Ｄ
街
区
・Ｅ

街
区
の
5
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
た
こ
の
商
店

街
を
地
元
の
人
た
ち
は「
ゆ
う
ろ
ー
ど
」と
親
し
み

を
こ
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。「
ゆ
う
ろ
ー
ど
」は
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
生
鮮
食
料
品
を
売
る
店
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
毎
日
多
く
の
買
物
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

中
で
も
ひ
と
き
わ
レ
ト
ロ
な「
亀
有
食
品
市
場
」

と
呼
ば
れ
る
、共
同
市
場
は
大
人
気
。
八
百
屋
や

総
菜
屋
な
ど
食
料
品
を
売
る
小
型
店
舗
が
ひ
し
め

き
合
う
市
場
は
亀
有
の
台
所
。
そ
の
ど
真
ん
中
に

鎮
座
す
る
謎
の
水
飲
み
場
。
実
は
こ
ち
亀
の
作

者
・
秋
本
治
氏
が
子
ど
も
の
頃
に
使
っ
て
い
た
も
の

だ
と
か
。

ゆ
う
ろ
ー
ど
の
終
わ
り
、
旧
水
戸
街
道
に
一
里

塚
が
あ
り
ま
す
。
日
本
橋
か
ら
三
里
の
地
点
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
も
と
あ
っ
た
場
所
か

ら
約
10
ｍ
西
の
歩
道
に
あ
り
ま
す
。
一
里
塚
の
傍

ら
に
水
戸
黄
門
、
格
さ
ん
、
助
さ
ん
像
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

環
七
沿
い
の
亀
有
三
丁
目
に
は
、亀
有
の
地
を

遊
ん
で
学
ぼ
う
交
通
ル
ー
ル

葛
飾
区
の
交
通
公
園
の
一
つ
上
千
葉
砂
原
公
園

は
、こ
こ
亀
有
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
遊

び
を
通
し
て
、
交
通
知
識
や
交
通
道
徳
を
学
べ
る

よ
う
に
昭
和
45
年（
1
9
7
0
）5
月
1
日
に
開
園

し
ま
し
た
。
園
内
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
交
通

関
連
施
設
物
を
も
と
に
、
遊
び
な
が
ら
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
が
三
輪
車
な
ど
で
遊

べ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
自
転
車
の
練
習
を
し
に
来

る
親
子
も
多
い
よ
う
で
す
。
円
周
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
が
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ズ
の
自
転
車

も
貸
し
て
く
れ
る
の
で
、家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
す
。

昭
和
16
年（
1
9
4
1
）生
ま
れ
の
機
関
車
の
Ｄ
51

も
人
気
が
あ
り
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
動
物
広
場
」と

い
う
別
名
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、小
動
物
園
が
あ

り
、
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
た
り
、ウ
サ
ギ
な
ど
と
遊
ん
だ

り
も
で
き
ま
す
。
こ
ん
な
に
充
実
し
て
い
て
し
か
も

無
料
で
す
。

約
7
3
0
年
守
り
続
け
て
き
た
と
い
う
亀
有
香
取

神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社
は
何
事
に
も
打
ち

勝
つ
と
い
う
勝
負
開
運
厄
除
の
神
様
と
し
て
多
く

の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ
る
神
社

の
境
内
に
、
狛
犬
な
ら
ぬ
狛
亀
?!
が
い
る
の
に
は

驚
か
さ
れ
ま
す
。

■
亀
有
エ
リ
ア

両
さ
ん
が
爆
走
す
る
亀
有

さ
あ
い
よ
い
よ
、秋
本
治
氏
の
漫
画「
こ
ち
ら
葛

飾
区
亀
有
公
園
前
派
出
所
」の
両
さ
ん
が
日
々
爆

走
す
る
亀
有
で
す
。亀
有
は
も
と
も
と
亀
無
・
亀

梨
だ
っ
た
の
を
江
戸
時
代
に「
無
し
」は
縁
起
が

悪
い
と
亀
有
と
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
30
年（
1
8
9
7
）に
開
業
し
た
亀
有
駅
。

今
は
近
代
的
に
な
っ
た
駅
の
北
口
で
は
制
服
姿

の
両
さ
ん
が
手
を
上
げ
て
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

右
手
に
は
漫
画「
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前

派
出
所
」の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
亀
有
駅
北
口
交

番
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
の
交
差
点
を
右
に
曲

が
る
と
亀
有
公
園
も
あ
り
ま
す
。

郷土博物館と天文博物館が一つになった葛飾区立の
博物館。日本で初めて導入した宇宙の果てまで旅でき
るプラネタリウムは必見。銀河系を飛び出して、宇宙
の果てから宇宙全体を見わたしたり、宇宙の好きな場
所に自由に飛んで行くことができるのだそうです。日
本はもちろん世界でも最先端のプラネタリウムです。

開館:日火水木 9時～17時 及び祝日（入館券販売は閉館の30分前まで）
金土は～21時（入館券販売は閉館の30分前まで）

休館:月曜日（祝日は開館）、第2・第4火曜日（祝日の場合は直後の平日）年末年始

郷土と天文の博物館 葛飾から宇宙へ

堀切菖蒲園が名所として知られるようになったのは江
戸時代の中期頃、堀切村の百姓伊左衛門が、花菖蒲を
愛し、作り始めてからと伝えられます。江戸っ子の人気
を集め、江戸の名所となったのは、天保8年（1837）
尾張大納言徳川斎荘が「日本一の花菖蒲」と評価してか
らとのこと。花菖蒲の最盛期は6月ですが、園内は一
年中季節の花々が咲いています。
入園無料 開園時間：午前9時～午後5時（6月菖蒲まつり期間中は午前8時～午後6時）
休園日：年末年始

江戸っ子の人気を集めた堀切菖蒲園

楽しいイベントが目白押しの
葛飾区へGO!

1月
上旬／梯子乗り（区内各所）
2月
節分会（柴又帝釈天等）
4月
8日・9日／植木市（木根川薬師 東四つ木1-5-9）

上旬／柴又さくらまつり
（寅さん記念館上の柴又公園〈江戸川河川敷〉）

下旬／子どもまつり／子どもつり大会
（都立水元公園 水元公園2-8）

5月
下旬／葛飾区伝統産業職人会まつり
（2010年は寅さん記念館で開催）

6月
上旬～下旬／菖蒲祭り
（堀切菖蒲園 堀切2－9、都立水元公園 水元公園2-8）

7月
下旬／葛飾納涼花火大会
（柴又江戸川河川敷）

8月
下旬／寅さん祭り（柴又帝釈天）
9月
25日／柴又宵まつり（柴又帝釈天）
上旬／柴又古録天神社例大祭
（柴又古録天神社 柴又2-5-36）

中旬／葛西神社例大祭
（葛西神社 東金町6-10-5）

●イベントに関するお問い合わせ
葛飾区地域振興部産業経済課
03-3838-5558

亀有公園

←亀有香取神社

一里塚の水戸黄門像

こち亀のモデル
亀有駅北口交番

ゆうろーどにある
少年の両さん

ゆうろーど

亀有南口のお祭り両さん

亀有北口の制服姿の両さん

亀有食品市場にあ
るこち亀の作者・秋
本治氏が子どもの
ころに使っていた
水飲み場

亀有食品市場

両さんと一緒に
記念撮影
で～す！

ちょっと

足を
伸ばして

交通ルールを
しっかり
覚えてね！
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僕
が
さ
ん
ぽ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
今
か
ら

20
年
ほ
ど
前
に
な
る
。
以
前
は
健
康
の
た
め
に
走
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
る
が
、
年
齢
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

筋
肉
を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、の
ん
び
り
と

ま
ち
を
歩
く
楽
し
み
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

走
っ
て
い
る
時
は
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
て
、

途
中
で
立
ち
止
ま
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
し
、

景
色
も
飛
ん
で
い
く
。
さ
ん
ぽ
は
、
好
き
な
時
に
好
き
な

場
所
で
立
ち
止
ま
り
、
深
呼
吸
を
し
た
り
、
景
色
を
眺

め
た
り
…
。
心
の
ゆ
と
り
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
。

僕
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
さ
ん
ぽ
は
別
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
1
時
間
、
2
時
間
、
3
時
間
と
い
う
僕

な
り
の
コ
ー
ス
が
10
く
ら
い
あ
っ
て
、そ
の
日
の
気
分
で
コ

ー
ス
を
決
め
て
い
る
。
お
金
も
水
が
1
本
買
え
る
だ
け
あ

れ
ば
い
い
。

さ
ん
ぽ
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
2
千
円
く
ら
い
を
入
れ
て
、

「
あ
、あ
そ
こ
の
公
園
で
お
で
ん
を
食
べ
よ
う
」と
か
、「
あ

の
喫
茶
店
に
行
っ
て
み
よ
う
」と
い
う
大
ま
か
な
方
向
を

決
め
る
だ
け
で
、そ
の
時
の
風
ま
か
せ
、あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
気
の
向
く
ま
ま
に
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
と
歩
く
。

思
え
ば
、
僕
の
さ
ん
ぽ
歴
は
、
遥
か
昔
の
子
ど
も
の

頃
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
の
本
当
に
何
に
も

な
い
時
代
で
、
遊
び
道
具
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
何
か

面
白
い
遊
び
は
な
い
か
と
、い
つ
も
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

野
山
を
駆
け
ず
り
回
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
、ま
ち
の
隅
か
ら
隅
ま
で
を
本
当
に
良
く
知
っ

て
い
た
。
春
に
な
っ
た
ら
ど
こ
に
ど
ん
な
花
が
咲
く
と
か
、

お
い
し
い
柿
が
食
べ
ら
れ
る
の
は
ど
こ
だ
と
か
、今
だ
っ
た

ら
怒
ら
れ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
柿
、ス
イ
カ
、イ
モ
な

ど
を
み
ん
な
で
も
い
で

・
・
・
食
べ
て
い
た（
勝
手
に
ね

・
・
・
・
!!
）。

と
に
か
く
考
え
つ
く
面
白
い
こ
と
は
ま
ず
や
っ
て
み

た
。
本
当
に
悪
戯
坊
主
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
悪
戯
に
は

こ
こ
ま
で
は
い
い
け
ど
、こ
れ
以
上
は
だ
め
と
い
う
僕
ら

な
り
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
。
そ
の
ル
ー
ル
が
今
の
時
代
に

る
ん
だ
と
思
う
。

つ
い
こ
の
間
も「
ち
い
散
歩
」で
、保
育
園
の
子
ど
も
た

ち
と
公
園
で
出
会
っ
た
。み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
、ワ
イ

ワ
イ
、キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
賑
や
か
だ
っ
た
。引
率
の
先
生
に

聞
い
て
み
る
と
1
ｋ
ｍ
く
ら
い
を
さ
ん
ぽ
す
る
と
言
っ
て

い
た
が
、こ
の
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
が
大
切
で
あ
る
。こ
こ
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
得
る
も
の
は
計
り
知
れ
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
人
は
こ
こ
何
十
年
か
の
間
に
人
や
自
然
と
の
触

れ
合
い
や
出
会
い
、ま
ち
で
の
発
見
、こ
う
し
た
も
の
が

一
番
欠
如
し
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
こ
と
が

あ
る
。
机
の
上
で
の
勉
強
は
と
て
も
良
く
で
き
る
の
に
人

と
話
が
で
き
な
い
人
が
い
た
り
す
る
の
は
そ
う
し
た
結
果

な
の
か
な
…
。

通
じ
る
か
ど
か
は
別
で
あ
る
が
…
。

僕
は
当
時
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
、大
家

族
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
親
の
目
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く

は
な
か
っ
た
。
学
校
か
ら
帰
っ
て「
た
だ
い
ま
〜
」と
言
っ

て
、そ
の
ま
ま
遊
び
に
出
か
け
て
も
、
暗
く
な
る
ま
で
に

帰
っ
て
い
れ
ば
誰
に
も
文
句
を
言
わ
れ
ず
、か
な
り
好
き

放
題
な
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
の
ひ
と
り
だ
っ

た
と
思
う
。

そ
ん
な
僕
の
悪
戯
が
少
し
で
も
治
ま
れ
ば
と
、父
が
、近

く
の
絵
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
絵
を
習
い
に
通
わ
せ
て
く
れ

た
の
も
こ
の
頃
だ
っ
た
。そ
れ
以
来
、絵
の
道
具
だ
け
は
い

つ
も
僕
の
身
近
に
あ
り
、日
記
は
書
か
な
い
が
自
分
と
会

話
す
る
時
に
絵
を
描
き
、そ
れ
が
癒
し
に
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
な
ん
て
、
本
当
に

贅
沢
だ
っ
た
と
思
う
。
子
ど
も
の
頃
は
こ
う
し
た
遊
び

を〈
さ
ん
ぽ
〉と
は
言
わ
な
か
っ
た
け
ど
、こ
れ
は
れ
っ
き

と
し
た
子
ど
も
の
さ
ん
ぽ
、
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
僕
に

限
ら
ず
、今
、
60
歳
以
上
の
人
た
ち
の
多
く
は
さ
ん
ぽ
の

達
人
だ
っ
た
。

最
近
、「
ち
い
さ
ん
は
、
街
路
樹
や
鳥
な
ど
に
詳
し
い
で

す
ね
」と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
僕
は
勉
強
を
し
た
わ
け
じ

ゃ
な
く
て
、そ
れ
は
子
ど
も
の
頃
に
遊
び
な
が
ら
見
た
り

聞
い
た
り
し
て
、そ
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た〈
さ
ん
ぽ
力
〉

が
今
に
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
に
好
奇
心

が
湧
く
よ
う
な
遊
び
を
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く

そ
の
点
、僕
は
自
慢
じ
ゃ
ぁ
な
い
が
勉
強
は
好
き
で
は

な
か
っ
た
が
、人
と
の
対
応
に
は
自
信
が
あ
る
。そ
れ
は
子

ど
も
の
頃
に
培
っ
て
き
た
外
に
向
か
っ
た
顔
で
も
あ
る
。

20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
が
い
な
く
な

っ
て
い
た
が
、
最
近
、ま
た
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
を
見

る
よ
う
に
な
っ
て
、ち
ょっ
と
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

「
ち
い
散
歩
」を
始
め
て
か
ら
、
朝
起
き
る
と
今
日
は

ど
ん
な
人
に
出
会
え
る
か
な
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か

な
？
そ
れ
が
楽
し
み
で
、絵
の
道
具
、
植
物
図
鑑
、
野
鳥

図
鑑
、
野
鳥
を
呼
ぶ
た
め
の
笛
、マ
イ
箸
、小
遣
い
、着
替

え
、水
、虫
眼
鏡
、カ
メ
ラ
…
、を
持
っ
て
い
そ
い
そ
と
出
か

け
て
い
く
。

い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
を
訪
ね
た
が
、ま
ち
は
季
節
や
出
会

う
人
た
ち
に
よ
っ
て
同
じ
ま
ち
だ
っ
て
違
う
顔
を
し
て
い

る
。
自
分
の
生
ま
れ
た
ま
ち
だ
っ
て
、
違
う
道
を
歩
け
ば

見
え
る
景
色
が
違
い
、
出
会
う
人
も
違
い
、
咲
い
て
い
る

花
も
違
う
。
だ
か
ら
全
部
歩
い
た
か
ら
こ
れ
で
終
わ
り

な
ん
て
こ
と
は
な
い
。

最
近
、
私
的
さ
ん
ぽ
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
時
間
が
で

き
る
と
、
何
の
準
備
も
せ
ず
に
ぶ
ら
り
と
さ
ん
ぽ
に
出

る
。
人
と
の
突
然
の
出
会
い
、そ
れ
が
僕
の
心
を
躍
ら
せ

て
く
れ
る
。
僕
に
と
っ
て
さ
ん
ぽ
は
本
を
読
ん
だ
り
、

い
い
映
画
を
見
た
り
…
、
衣
食
住
と
違
っ
て
そ
れ
が
な
く

て
も
生
活
に
ま
っ
た
く
影
響
は

な
い
け
ど
、あ
る
と
満
た
さ
れ
る
、

と
い
う
潤
滑
油
の

よ
う
な
も
の
だ
。

さ
ん
ぽ
は
一
期
一
会
。

人
と
の
触
れ
あ
い
、

商
店
街
で
食
べ
た

メ
ン
チ
や
お
で
ん
…
。

さ
ん
ぽ
の
時
に

食
べ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
味
、

そ
れ
も
さ
ん
ぽ
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

俳優

地井武男 ちい・たけお

1942年5月5日千葉県八日市場生まれ。
俳優座養成所第15期生を経て、映画、
テレビ、ラジオなどで活躍。また、旅行
ものやバラエティ番組、CMなどにも
多数出演。趣味は絵とゴルフ。監修
に『ちい散歩1～5』（実業之日本社）、
『ちい散歩 地井さんの絵手紙』『ちい
散歩 地井さんの絵手紙 第2集』（新日
本出版社）、『ちい散歩 職人の技・老舗
の味』（日本文芸社）、『ちい散歩昭和の
風景』（学習研究社）がある。
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甲
州
街
道
と
青
梅
街
道
に
挟
ま
れ
た
西
新
宿
の
高
層
ビ
ル
群
。
こ
の
界
隈

は
昭
和
40
年（
1
9
6
5
）ま
で
、
広
大
な
淀
橋
浄
水
場
が
あ
っ
た
こ
と

で
有
名
で
す
。
そ
し
て
当
時
の
新
宿
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
は
必
ず「
こ
の
あ
た

り
は
浄
水
場
し
か
な
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

高
層
ビ
ル
群
の
建
つ
現
在
の
西
新
宿
1
丁
目
か
ら
6
丁
目
あ
た
り
ま
で
は
、

江
戸
時
代
は
内
藤
新
宿
の
宿
場
町
に
隣
接
す
る
角
筈
村
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

今
の
西
新
宿
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
の
ど
か
な
農
村
地
帯
で
し
た
。

角
筈
村
の
名
前
も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、大
字
角
筈
字
淀
橋
、
東
京
府
南
豊

島
郡
淀
橋
町
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
淀
橋
町
、
東
京
市
淀
橋
区
、
新
宿
区
淀
橋
、

そ
し
て
西
新
宿
へ
と
変
っ
て
き
ま
し
た
。

高
層
ビ
ル
群
の
一
角
に
あ
る
新
宿
中
央
公
園
に
隣
接
す
る
熊
野
神
社
は
、

江
戸
時
代
に
は
熊
野
十
二
所
権
現
社
と
呼
ば
れ
、
角
筈
村
の
鎮
守
と
し
て
崇

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
こ
の
あ
た
り
は「
西
新
宿
４
丁
目
」と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
昭
和
45
年
ま
で
は「
十
二
社（
じ
ゅ
う
に
そ
う
）」と
い
う
町
名
で
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
今「
十
二
社
」
の
名
を
留
め
る
の
は
、十
二
社
通
り
、十
二
社
温
泉

バ
ス
停
の「
十
二
社
池
の
上
」「
十
二
社
池
の
下
」と
ご
く
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
35
年（
1
9
0
2
）、
現
在
の
新
宿
中
央
公
園
の
あ
た
り
に
、
良
質
な
水

が
豊
富
に
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
産
初
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
作
っ
た
小
西
六

写
真
工
業
の
研
究
所
と
工
場（
六
桜
社
）が
建
ち
ま
し
た
。

東
京
市
の
創
設
水
道
は
当
初
、
給
水
能
力
を
日
量
17
万
㎡
で
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
建
設
の
途
中
で
日
量
24
万
㎡
に
増
強
し
、
明
治
44
年（
1
9
1
1
）に
す

べ
て
の
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
淀
橋
界
隈
に
移
り
住
む
人
た
ち

が
増
え
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
東
京
市
の
水
需
要
は
創
設
水
道
の
施
設
能
力

で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、大

正
12
年（
1
9
2
3
）9
月
1
日
に
関
東
平
野
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災
で
し
た
。

東
京
市
内
で
住
居
を
失
っ
た
人
た
ち
が
広
い
土
地
を
求
め
て
西
新
宿
一
帯
に
移

り
住
む
よ
う
に
な
り
、
住
宅
が
建
ち
並
び
山
の
手
の
代
表
的
な
住
宅
地
へ
と
姿
を

変
え
て
い
き
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
災
禍
も
く
ぐ
り
抜
け
て
活
躍
し
て
き
た

淀
橋
浄
水
場
は
、
昭
和
33
年（
1
9
5
8
）の
首
都
圏
整
備
計
画
か
ら
始
ま
っ
た

新
宿
副
都
心
計
画
に
よ
っ
て
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
40
年（
1
9
6
5
）

東
村
山
浄
水
場
に
そ
の
役
割
を
譲
り
、
60
年
以
上
に
及
ぶ
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。

文京シビックセンターから見た西新宿高層ビル群の遠景（平成22年）

写真提供／
東京都水道歴史館

淀橋浄水場の入口。
（明治26年頃）

写真提供／東京都水道歴史館

淀橋浄水場遠景
（大正末年頃）

写真提供／
東京都水道歴史館

淀橋浄水場建設前の用地の測量風景
（明治24年頃）

写真提供／東京都水道歴史館 写真提供／
東京都水道歴史館

廃止直前の淀橋浄水場
（昭和40年頃）

計画道路の工事

淀橋浄水場跡にビル建設始まる
（昭和45年）

写真提供／東京都水道歴史館

写真提供／東京都
昭和48年頃 写真提供／東京都 写真提供／東京都昭和54年頃 都庁舎の基礎工事（昭和63年）

写真提供／東京都
完成間近の都庁舎（平成2年）

写真提供／東京都

混雑緩和のために
多層構造に
設計された
新宿西口
ロータリー

角
筈

つ
の
は
ず

村
は
淀
橋
、
西
新
宿
へ
と
名
前
を
変
え
て
い
っ
た

そ
の
頃
か
ら
新
宿
駅
西
口
の
再
開
発
が
始
ま
り
、
京
王
線
と
小
田
急
線
ホ
ー

ム
の
分
離
と
地
下
化
、
二
階
層
の
ロ
ー
タ
リ
ー
、小
田
急
百
貨
店
、
京
王
百

貨
店
が
相
次
い
で
開
店
し
、
駅
前
周
辺
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

昭
和
46
年（
1
9
7
1
）、
淀
橋
浄
水
場
が
移
転
し
て
ぽ
っ
か
り
と
空
い
た
荒
涼

と
し
た
大
地
に
、
新
宿
初
の
超
高
層
ビ
ル・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
真
っ
白
な
ビ

ル
が
一
棟
だ
け
天
に
向
か
っ
て
そ
び
え
建
ち
ま
し
た
。

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
皮
切
り
に
次
々
と
高
層
ビ
ル
が
建
ち
あ
が
り
、
平
成
3

年（
1
9
9
1
）3
月
、
丹
下
健
三
の
設
計
に
よ
る
東
京
都
庁
舎
が
竣
工
。
4
月

1
日
に
丸
の
内
の
旧
庁
舎
か
ら
移
転
し
都
庁
業
務
が
こ
こ
新
宿
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
約
4
万
3
0
0
0
㎡
の
敷
地
に
48
階
建
て
の
第
一
本
庁
舎
、
34
階
建

て
の
第
二
本
庁
舎
、
7
階
建
て
の
都
議
会
議
事
堂
の
3
棟
と
約
5
0
0
0
㎡
の

都
民
広
場
を
持
つ
都
庁
舎
は
ま
さ
に
新
都
心
の
象
徴
で
あ
り
、
東
京
の
観
光
名

所
の
一
つ
と
し
て
展
望
室
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
絶
え
ま
せ
ん
。

淀
橋
浄
水
場
跡
界
隈
は
、地
名
の
変
遷
と
と
も
に
村
か
ら
町
、
街
へ
と
姿
を
変

え
て
き
ま
し
た
。
今
、角
筈
や
淀
橋
の
地
名
は
バ
ス
停
や
公
園
な
ど
に
見
ら
れ
る

だ
け
で
、
住
居
表
示
か
ら
そ
の
名
を
消
し
ま
し
た
。
田
山
花
袋
の
晩
年
の
作
品

『
時
は
過
ぎ
ゆ
く
』に
は
、
時
代
と
と
も
に
東
京
の
街
が
変
遷
し
て
い
く
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

西
新
宿
の
高
層
ビ
ル
第
１
号
は
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

明
治
26
年（
1
8
9
3
）10
月
22
日
、
淀
橋
浄
水
場（
当
時
の
名
称
は
、淀
橋

浄
水
工
場
）建
設
予
定
地
で
は
改
良
水
道
起
工
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
明
治
27
年（
1
8
9
4
）8
月
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
資
材
や
労

働
力
の
不
足
や
諸
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
工
事
は
予
定
ど
お
り
に
は
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
乗
り
越
え
て
、
総
面
積
約
34
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
を
持

つ
淀
橋
浄
水
場
が
誕
生
し
た
の
は
明
治
31
年（
1
8
9
8
）の
こ
と
。
こ
こ
か
ら

本
郷
給
水
場（
当
時
の
名
称
は
、本
郷
給
水
工
場
）を
経
て
神
田
、
日
本
橋
方
面

に
初
め
て
通
水
さ
れ
、こ
れ
が
東
京
の
近
代
水
道
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
街
路
に
設
置
さ
れ
た
共
用
水
栓
で
し
た
が
、上
水
井
戸
の
時
代
と
は

違
い
雨
の
時
の
混
濁
が
な
く
、い
つ
で
も
清
潔
な
水
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

東
京
市
民
、
特
に
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
を
担
う
女
性
た
ち
の
家
事
負
担
を
著
し
く

軽
減
す
る
こ
と
に
な
り
大
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
給
水
範
囲
は
そ
の
後
、
鉄
管
の

布
設
に
あ
わ
せ
て
順
次
拡
大
。
明
治
32
年
（
1
8
9
9
）末
ま
で
に
は
ほ
ぼ
当
時

の
東
京
市
内
全
域
に
給
水
さ
れ
、こ
の
年
の
12
月
17
日
、
淀
橋
浄
水
場
で
創
設
水

道
の
落
成
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
近
代
水
道
の
通
水
に
伴
っ
て
、こ
れ

ま
で
江
戸
・
東
京
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
神
田
と
玉
川
の
両
上
水
は
そ
の
役

割
を
終
え
、
明
治
34
年（
1
9
0
1
）6
月
に
市
内
への
給
水
を
停
止
し
ま
し
た
。

淀
橋
浄
水
場
は
東
京
の
近
代
水
道
の
始
ま
り

昭和46年（1971）京王プラザホテル　
昭和49年（1974）新宿住友ビル

新宿三井ビルディング
KDDIビル

昭和51年（1976）損保ジャパンビル本社
昭和53年（1978）新宿野村ビルディング
昭和54年（1979）新宿センタービル

昭和55年（1980）ハイアットリージェンシー東京
新宿第一生命ビルディング

昭和57年（1982）新宿NSビル
昭和58年（1983）新宿ワシントンホテル
昭和60年（1985）新宿国際ビルディング（ヒルトン東京）
昭和61年（1986）東京医科大学病院

新宿グリーンタワービル
昭和64年（1989）工学院大学

平成 2 年（1990）新宿エルタワー
新宿モノリスビル

平成 3 年（1991）東京都庁舎
平成 4 年（1992）エステック情報ビル
平成 6 年（1994）新宿パークタワー

新宿スクエアタワー
平成 8 年（1995）新宿アイランドタワー
平成11年（1999）西新宿三井ビル

平成13年（2001）セントラルレジデンス新宿シティタワー
平成14年（2002）新宿オークシティ
平成17年（2005）シティタワー新宿新都心
平成20年（2008）住友不動産西新宿ビル5号館

モード学園コクーンタワー
平成21年（2009）住友不動産西新宿ビル
平成22年（2010）住友不動産新宿セントラルパークシティ

西新宿に建つ主な高層ビル

●角筈
角筈の名は古く、天正以前に遡ります。柏木
角筈村が、江戸時代の初期に柏木村と角筈
村に分かれました。名の由来は村の形が、
矢の弓をかける部分の矢筈（やはず）に似て
いる、名主の祖先の髪の結い方が角に似て
いた、熊野から十二社を勧進した正蓮賀が
角筈と名乗ったからなど諸説あります。
●淀橋
神田川にかかる橋の名前がかつては区の
名前として使われました。その由来は、柏木
村、中野村、角筈村、本郷村の境界四所集
まったから、山城の国の淀に似ていることか
ら将軍が名づけたなどの諸説があります。

町名の由来
コラム
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埼玉県生まれ。映画雑誌、PR誌編集を経てフリ
ーとなり、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等で活躍。
著書『食欲的映画生活術』、『ハリウッド・スキャ
ンダル』（共著）、『スクリーンの悪女』（監修）、『映
画とたべもの』ほか。NHKラジオ第一「ラジオ
ビタミン」（月1回朝9時20分）出演。ケーブルＴＶ
の「スター・チャンネル」で映画解説をするほか、
日経新聞の金曜日、映画評を執筆中。

渡辺祥子
Sachiko Watanabe

「
映
画
の
中
の
昔
な
が
ら
の
商
店
街
は

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
遊
び
の
場
」

映
画『
泣
く
も
ん
か
』の

善
人
商
店
街
は
セ
ッ
ト
で
も

本
物
を
彷
彿
と
さ
せ
る

阿
部
サ
ダ
ヲ
と
瑛
太
が
、
べつ
べつ
に
育

ち
は
し
た
け
れ
ど
じ
つ
は
兄
弟
だ
っ
た
、

と
い
う
話
の
映
画『
泣
く
も
ん
か
』に
は
、

文
京
区
の
善
人
商
店
街
と
い
う
の
が
出
て

き
て
、
阿
部
サ
ダ
ヲ
演
じ
る
山
ち
ゃ
ん
が

育
て
の
親
か
ら
受
け
継
い
だ
ハ
ム
カ
ツ
屋

が
大
繁
盛
し
て
い
る
。
行
列
の
出
来
る
大

人
気
店
だ
。

コ
ロ
ッ
ケ
や
メ
ン
チ
カ
ツ
が
人
気
商
品
の

揚
げ
物
屋
さ
ん
は
、
ど
こ
の
商
店
街
に
も

欠
く
事
が
で
き
な
い
店
の
一
つ
。
揚
げ
立
て

の
熱
々
を
ほ
お
ば
る
楽
し
さ
は
、
忙
し
い

仕
事
を
持
つ
親
の
子
供
た
ち
の
お
や
つ
や
、

商
店
街
見
物
に
も
欠
か
せ
な
い
。

熱
い
ハ
ム
カ
ツ
を
買
っ
て
食
べ
な
が
ら
散

歩
す
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
ね
、な
ん
て

サ
ー
ビ
ス
精
神
超
過
剰
の
山
ち
ゃ
ん
に
圧

倒
さ
れ
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
、
で
も
、

見
て
い
る
う
ち
に
こ
の
商
店
街
が
妙
に
作

り
物
く
さ
い
の
が
気
に
な
っ
て
く
る
。
善

人
商
店
街
、な
ん
て
名
前
も
胡
散
臭
い
し
。

も
っ
と
も
、
阿
部
サ
ダ
ヲ
の
場
合
は
そ
の

胡
散
臭
さ
が
、
ま
る
で
芝
居
を
見
て
い
る

よ
う
で
楽
し
い
の
だ
け
れ
ど
。

最
近
は
東
京
都
内
で
映
画
を
撮
影
す
る

こ
と
が
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
、
繁
華
街
や
盛
り
場
、と
呼
ば

れ
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
の
撮
影
は
ゲ
リ

ラ
的
に
お
こ
な
う
か
、
ど
こ
か
地
方
都
市

に
セ
ッ
ト
を
組
ん
で
撮
影
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
、こ
の
善
人
商
店
街
の

よ
う
な
商
店
街
も
ど
こ
か
で
ロ
ケ
を
す
る

作
り
物
に
な
っ
た
…
…
、と
言
う
の
は
こ

の
映
画
に
限
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う

な
気
が
す
る
。
現
地
ロ
ケ
が
で
き
な
い
か

ら
、と
い
う
よ
り
、こ
れ
は
や
は
り
、
舞
台

で
人
気
の
阿
部
サ
ダ
ヲ
な
ら
で
は
の
芝
居

を
見
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と
し
た
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。

堺
雅
人
の
主
人
公
が
総
理
大
臣
暗
殺

犯
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、な
に
が
な
ん
で

も
犯
人
に
仕
立
て
あ
げ
た
い
連
中
に
追
わ

れ
て
逃
げ
回
る『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー
』

で
は
映
画
と
仙
台
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
て
オ
ー
ル
仙
台
市
ロ
ケ
、と
い
う
の
が
楽

し
い
し
、『
重
力
ピ
エ
ロ
』も
舞
台
が
仙
台

で
あ
ち
こ
ち
見
ら
れ
て
楽
し
い
の
で
、
東

京
も
こ
れ
く
ら
い
自
由
に
撮
影
さ
せ
て
く

れ
れ
ば
よ
い
の
に
、と
思
わ
ず
に
い
ら
れ

な
い
。
作
り
物
も
悪
く
は
な
い
が
、や
は
り

私
は
現
地
ロ
ケ
が
好
き
。
特
に
夕
食
の
支

度
を
す
る
人
が
集
ま
る
商
店
街
は
い
い
で

す
よ
ね
。
で
も
、こ
ん
な
時
間
に
ロ
ケ
隊

が
来
た
ら
、
邪
魔
か
ぁ
!?

鳥
越
の
お
か
ず
横
丁
や
人
形
町
の
甘

酒
横
丁
、
江
戸
川
橋
の
地
蔵
横
丁
。
煮
物

や
焼
き
魚
の
匂
い
が
し
て
懐
か
し
い
し
、

そ
う
そ
う
、
横
丁
に
は
お
豆
腐
屋
さ
ん
も

欲
し
い
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
T
V
で

す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
て
い
る
商
店
街
は

ど
こ
も
映
画
で
見
た
こ
と
は
な
い
け
れ

ど
、
昔
な
が
ら
の
商
店
街
は
本
当
に
楽
し

い
大
人
の
た
め
の
遊
び
の
場
だ
。

立
石
仲
見
世
商
店
街
を

グ
リ
コ
じ
ゃ
ん
け
ん

兄
・
佐
々
木
と
弟
・
塚
地
の

『
間
宮
兄
弟
』

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
映
画
、
森

田
芳
光
監
督
の『
間
宮
兄
弟
』の
舞
台
に
な

る
の
は
葛
飾
区
に
あ
る
立
石
商
店
街
。

ビ
ー
ル
会
社
の
商
品
開
発
室
勤
務
の
兄

が
佐
々
木
蔵
之
介
、小
学
校
の
用
務
員
の

弟
が
お
笑
い
コ
ン
ビ〈
ド
ラ
ン
ク
ド
ラ
ゴ
ン
〉

の
塚
地
武
雅
、と
い
う
さ
っ
ぱ
り
似
て
な
い

兄
弟
が
住
む
の
は
京
成
押
上
線
立
石
の
あ

た
り
。
も
う
大
分
前
に
地
方
か
ら
出
て
き

て
立
石
の
小
さ
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
着
い

た
兄
と
弟
。
彼
ら
の
実
家
の
お
母
さ
ん
が

中
島
み
ゆ
き
と
い
う
の
が
意
表
を
衝
い
て

悪
く
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
で
も
、こ
の
母
親

か
ら
佐
々
木
蔵
之
介
と
塚
地
武
雅
は
絶

対
に
生
ま
れ
な
い
と
思
う
よ
う
な
、キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
だ
。

仲
が
良
す
ぎ
て
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
も
な

ん
だ
か
二
人
の
間
に
入
っ
て
行
き
に
く
い

よ
う
な
兄
弟
な
の
だ
が
、こ
の
二
人
が
立

石
仲
見
世
商
店
街
を
グ
リ
コ
じ
ゃ
ん
け
ん

を
し
な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
屋
へい
く
く
だ
り

が
商
店
街
フ
ァ
ン
に
は
楽
し
い
。
い
い
年
を

し
た
男
二
人
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
な
が

ら
、お
兄
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
ズ
ル
を
し
た
り

し
て
本
物
の
商
店
街
を
抜
け
、
毎
度
お
馴

染
み
の
ラ
ー
メ
ン
屋
へ
。
こ
こ
で
ス
タ
ミ
ナ

ギ
ョ
ー
ザ
を
食
べ
て
薬
局
の
お
ね
え
さ
ん

に
息
を
吐
き
か
け
れ
ば
、「
あ
そ
こ
は
ニ
ン

ニ
ク
が
き
つ
い
か
ら
」な
ん
て
言
わ
れ
、ち

ょ
っ
と
恐
縮
、
で
も
な
い
か
。

こ
の
兄
弟
、
気
は
使
う
ん
だ
け
ど
、
ど

う
も
気
が
利
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

女
心
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
っ
て
い
な
い
様
子
。

女
に
な
め
ら
れ
る
タ
イ
プ
、っ
て
言
う
ん
で

す
か
。
そ
れ
で
も
、の
ん
び
り
と
し
て
あ
せ

ら
な
い
の
が
イ
イ
感
じ
だ
し
、地
元
の
生

え
抜
き
で
は
な
い
け
ど
、
住
み
着
い
て
か

ら
結
構
時
間
が
た
っ
て
い
る
よ
う
な
、地

元
に
溶
け
込
ん
で
い
る
風
情
が
、
ど
こ
か

懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
商
店
街
映
画

い
女
な
の
？
」

こ
の
先
生
を
常
盤
貴
子
が
演
じ
て
た
ま

に
キ
ッ
と
な
る
表
情
が
怖
い
。
で
相
手
を

問
い
詰
め
る
場
所
は
荒
川
の
土
手
。
柴
又

は
そ
れ
ほ
ど
近
く
は
な
い
け
ど
、
寅
さ
ん

映
画
で
も
お
馴
染
み
の
場
所
だ
。

映
画
の
中
に
刻
ま
れ
た

ま
ち
の
歴
史
に
ふ
れ
る
と

懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る

そ
う
い
え
ば
、こ
の
あ
た
り
の
場
所
は
、

歌
あ
り
カ
ラ
フ
ル
な
C
G
あ
り
の
派
手
な

仕
立
の『
嫌
わ
れ
松
子
の
一
生
』に
も
出
て

き
た
。
中
谷
美
紀
が
体
当
た
り
の
熱
演
で

評
判
を
と
っ
た
福
岡
県
大
野
島
生
ま
れ
の

ヒ
ロ
イ
ン
、
川
尻
松
子
は
、
20
代
で
教
師
を

ク
ビ
に
な
り
、
転
落
の
人
生
を
歩
ん
で
平

成
13
年
、
自
分
の
住
む
ア
パ
ー
ト
に
近
い

荒
川
の
河
川
敷
で
遺
体
に
な
っ
て
発
見
さ

れ
た
。
美
人
で
も
の
す
ご
く
マ
ジ
メ
で
一

生
懸
命
な
の
に
、
思
い
込
み
が
強
す
ぎ
て

何
を
や
っ
て
も
裏
目
に
出
て
し
ま
う
。
見

て
い
て
息
苦
し
く
な
る
ほ
ど
一
途
な
女
性

の
話
で
、こ
う
い
う
女
性
に
愛
さ
れ
た
男

性
は
、
初
め
は
い
い
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
う
ん

ざ
り
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結

果
の
哀
れ
な
荒
川
河
川
敷
事
件
だ
。

京
成
立
石
の
町
は
昭
和
37
年
に
製
作

さ
れ
た
野
村
芳
太
郎
監
督
の
サ
ス
ペ
ン
ス

映
画『
東
京
湾
』に
も
登
場
し
て
い
る
。

組
織
に
潜
入
し
て
い
た
麻
薬
捜
査
官
が

殺
さ
れ
、
捜
査
一
課
の
担
当
刑
事
が
麻
薬

関
係
者
の
立
ち
回
り
先
を
探
し
て
葛
飾
、

荒
川
の
あ
た
り
を
探
し
回
る
、と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
セ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、

に
は
よ
く
似
合
う
。

兄
弟
が
家
に
招
く
弟
の
学
校
の
先
生

に
は
実
は
男
が
い
て
、
彼
女
の
ほ
う
は
結

婚
し
た
く
て
彼
の
母
親
に
会
い
た
い
の
に
、

相
手
の
男
は
の
ら
り
く
ら
り
。「
お
母
様

に
会
わ
せ
ら
れ
な
い
ほ
ど
私
は
恥
ず
か
し

隠
し
撮
り
が
中
心
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
映
画
。

中
井
貴
一
の
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
二
枚

目
の
お
父
さ
ん
、
佐
田
啓
二
の
企
画
だ
そ

う
だ
。
出
演
者
は
地
味
な
俳
優
で
メ
ー
ク

も
ほ
と
ん
ど
な
し
。
若
い
刑
事（
石
崎
二

郎
）と
ベ
テ
ラ
ン
刑
事（
西
村
晃
）が
聞
き

込
み
を
す
る
場
所
に
、
立
石
駅
前
の
踏
み

切
り
や
立
石
商
店
街
が
あ
る
の
で
、『
間

宮
兄
弟
』と
較
べ
て
み
る
の
も
楽
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
こ
ち
ら
は
平
成

18
年
の
映
画
。

ド
ラ
マ
が
進
ん
で
見
え
て
く
る
犯
人
の

住
む
の
が
西
新
井
橋
の
た
も
と
。
こ
こ
ま

で
く
る
と
昭
和
39
年
に
姿
を
消
し
た
千

住
の
お
化
け
煙
突
も
見
え
て
く
る
。
ラ
ス

ト
は
京
成
押
上
駅
。
ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
の

巨
匠
野
村
芳
太
郎
監
督
の
映
画
は
細
部

の
描
写
が
丁
寧
で
、そ
こ
か
ら
厚
み
の
あ

る
ス
リ
ル
や
サ
ス
ペ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。
そ

し
て
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
は
、
懐
か
し
さ

に
も
浸
れ
る
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

今
回
は
京
成
立
石
駅
と
押
上
駅
の
あ

た
り
を
中
心
に
。
こ
の
あ
た
り
だ
け
見
て

い
る
と
、
東
京
っ
て
思
い
の
ほ
か
変
わ
ら

な
い
、と
い
う
印
象
。
い
ま
や
貴
重
な
場
所

で
す
ね
。

『間宮兄弟』
DVD発売中
発売：アスミック、小学館
価格4,935円（税込）
©2006『間宮兄弟』製作委員会
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公 社 駐 車 場 が 続 々 オ ー プ ン ！

一ノ橋オートバイ専用駐車場
開場予定：平成22年2月27日

所 在 地：港区東麻布三丁目8番地先（高速都心環状線高架下）

収容台数：オートバイ 時間制30台

料 金：0時～24時 60分100円
入庫後12時間まで最大800円
（入庫後12時間を超過すると通常料金を加算）

そ の 他：ライブカメラを設置し、混雑状況をライブ映像で配信予定です。

本木二丁目駐車場
開場予定：平成22年3月17日

所 在 地：足立区本木二丁目2228-4

収容台数：自動車 時間制4台
オートバイ 定期制3台

料 金：時間制
自動車8時～22時 20分100円

22時～8時 60分100円
定期制
オートバイ 1ヵ月5,250円（税込）

●お問い合わせ先 事業部 営業推進課開発係 03-5381-3389
※オープン日時、収容台数、駐車料金など変更する場合がありますので、最新情報は公社ホームページ（http://www.tmpc.or.jp/）でご確認ください。

社用車として電気自動車を購入
TR東京都道路整備保全公社は東京都の「EV・pHVタウン構想※」に

協力し、電気自動車の急速充電器及び充電コンセントを設置するなど、駐
車場を充電インフラとして活用できるよう整備を進めているところです。そ
の取組みの一環として、2009年12月に走行中CO2を排出しない電気自動
車を社用車として購入しました。
今後も、公社では電気自動

車を利用したカーシェアリング拠
点を拡大するなど、地球環境に
配慮した取組みを積極的に行
っていきます。

※経済産業省が主体となり、低炭素社
会の実現を目指し、電気自動車（EV）、
プラグインハイブリッド自動車（pHV）
の本格普及に向けた実証実験のため
のモデル事業です。

新宿駅西口広場イベントコーナー
売上金の一部を寄付
TR東京都道路整備保全公社では、新宿駅

西口広場イベントコーナーにおいてチャリティ物
販セールを開催しています。その売上の一部は、
福祉事業など都民の皆様の生活向上に役立て
られています。
平成21年7月～10月の期間中に実施したセ

ールで、お客様からいただいた売上金の一部
を、12月18日（金）に次の団体に寄付しました。
両団体からは、御礼の感謝状をいただきました。

●贈呈先
社会福祉法人 東京都知的障害者育成会

403,484円
財団法人 障害者職能訓練センター

554,215円
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重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中

［学生・技術者向けツアー］
■ツアー内容
勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにした、学習・研修目
的の学生・技術者向けツアーです。開催回数は月1～2回程
度。開催日は火・金・土曜日。参加人数は1回10～15名程度
（団体で申込み）。参加費用は無料。※事前にご連絡ください。
■問い合わせ先
総務部 公益事業課 電話／03-5381-3380
かちどき 橋の資料館 電話／03-3543-5672

［橋脚内見学ツアー］
■ツアー内容
橋脚内の開閉装置を説明者と一緒に見学します。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時、11時、13時
30分、14時30分）。参加人数は各回5名程度。参加費用
は無料。
※橋脚内へは3.5mの垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、体
力的に昇降が可能な方。

※悪天候の場合は中止する場合があります。

■申込み方法
往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学
希望日時（第5希望まで・午前、午後、全日可）⑥参加人
数（1通5名様まで）を記入して下記宛先までお申込み
ください。
■申込先
〒163-0935 新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階
（財）東京都道路整備保全公社
「かちどき 橋の資料館」 ツアー予約係

展示期間：
平成22年2月6日（土）から3月5日（金）まで
（公開時間：
午前6時から午後10時45分まで）
なお、展示初日は正午からとなります。

会 場：新宿プロムナード・ギャラリー
新宿区西新宿二丁目2番地
新宿歩行者専用道第1号線
（通称：ワンデーストリート）

出展学校（50音順）：
東京デザイナー学院
東京デザイン専門学校
東洋美術学校
日本デザイン専門学校

TR東京都道路整備保全公社では、
新宿プロムナード・ギャラリーにおいて、
都内にあるデザイン・建築を専門とする
各専門学校の協力のもと、学生たちの
若い感性を生かす作品発表の場として、
「フレッシャーズ・ギャラリー2010」を開催
します。
今回は、「エコデザイン」をテーマとし

た立体作品（建築・工業模型等）を展示
します。

『フレッシャーズ・ギャラリー2010』開催のお知らせ

お花のイス

家＝庭 箸どころ

洗宅板

●お問い合わせ先 総務部 公益事業課
電話／０３-５３８１-３３６８

Universal
Design

テーマ：「ユニバーサルデザイン」

昨年度の
展示作品
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の連載やテレ
ビ番組・映画に関する作品等、多数のパズルを制作する人
気パズル作家。また、パズル作成講座の講師やイベント等、
多岐にわたる多彩な活動をしている。単行本に『クロスワー
ドプレミアム』（日本文芸社）『なぞなぞ２年３年生』（西東社）
『四字熟語 最強のパズル』（KKベストセラーズ）『夢をか
なえるしあわせクロスワードパズル』（ゴマブックス）『あそび
のたからばこわくわくクロスワード王国』など多数。
http://www.puzzle-crossword.info/

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Eの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。当選者の発表は
プレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しく
は、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.19号にて発表

締切／2010年4月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

クロスワードパズル⑫の答え

答えは「ショウエネ」でした。

1

2
3
4
5

8
11
12
14

15

1

4
6
7
8
9
10
13
15
16

17
18

二十四節気の一つ。冬ごもりしていた虫が這い出
てくるといいます
桃の節句に供える菱餅・○○酒・雛あられ
おだいりさまとおひなさまの家臣、重鎮ですよ
会議で記録を書き残す係りですね
期待の新人投手・菊池雄星選手も左投げ、こう呼ば
れますね
神社で運勢が開ける○○○○を祈願します
英語で「アンダーグラウンド・マーケット」とも言います
やり直すために初期化しました
車の○○○、遠くを照らすものと近くを照らすもの
と切り替えが出来ます
ひいきの○○倒し、という言葉もあります

顔のメークアップ。女性だけのものとは限らない
時代です
それとなく指し示すことですね
赤、黄、青。○○の変化で知らせる信号機
卵も特大、大きな大きな鳥です
ひな祭りのお吸い物に使うハマグリもこの仲間
ファースト、フレンチ、口づけは愛情表現の一つです
趣味の日曜菜園、花を育てたり野菜を作ったり
人々の相談に乗るのが仕事です
暑さ寒さも○○○まで。本当の春も間もなくですよ
「○○、うっかり」があってはならないお酒を飲んで
の車の運転
普通では起こらないような○○な現象
「○○○○、来やがれ」は江戸っ子の啖呵？

タテのカギ

ヨコのカギ
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東京都道路整備保全公社が編集したライダーのための
『都内オートバイ駐車場MAP'09』は、掲載駐車場数も
278場とさらに充実して使いやすくなりました。また、
『東京駐車場マップ2008年版』も、s-parkに掲載中の
駐車場位置情報をロードマップに落とし込んだ使
いやすいマップで好評です。MAPを活用して都内
の駐車場を快適にご利用ください。公社で開催す
る様々なイベントで大人気のノベルティー『特注ト
ミカs-park都営バス』もプレミアムアイテムとして
人気です。また、2010公社オリジナルスケジュー
ル帳（A6判）は、いつも一緒に持ち歩くのに便
利なサイズ。持ちやすさと使いやすさを追及した、
公社のオリジナルスジュール帳で、今年はこまめなメモ取りを
習慣づけてください。

次号は2010年5月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成22年2月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住 所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2010年4月20日（専用応募ハガキによるご応募の場合は、
締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2010年1月20日現在のものです。

公社オリジナルの
最新版都内オートバイ駐車場MAP

地井武男さん監修
『ちい散歩 職人の技 老舗の味』

今号の「さんぽのじかん」にご登場いただいた、地井武男さんはテレビ番組の「ちい
散歩」を通じて様々な街を散策中。地井さんが出会った職人さんたちへの思いが
『ちい散歩 職人の技 老舗の味』として一冊の本になりました。
もちろん、「見る」「買う」「食べる」情報も満載です。
地井さんと一緒に大人の散歩に
出かけてみませんか？

帝釈天の参道にはおいしいものがずらりと
並んでいますが、注目は御菓子司代々喜の
寅さんと矢切の渡しにちなんだもなか。
渡し舟の形をした矢切の渡しもなかは、
このお店の商標登録。
ぜひ柴又の味をご賞味ください！

ホームページ
http://www.yagirinowatashi.com/

地井武男さん監修の
『ちい散歩 職人の技・
老舗の味』（日本文芸
社刊）をサイン入りで
5名様にプレゼント。
詳細は応募方法を
ご確認ください。

両さんどら焼は、亀有の老舗和菓子屋・葛飾伊勢屋の
限定販売商品。厳選された北海道産小豆とザラメ糖で
じっくり柔らかく煮込んだ、甘さ控えめの粒あんを
ふんわり・しっとり焼き上げた伊勢屋独自の
どら焼で包み込んであります。
前・総理の麻生さんも食べたとか…。

ホームページ
http://www.asahi-net.or.jp/～wy8s-stu/index.html

東京都道路整備保全公社のオリジナルグッ
ズ（qwerのいずれか1点)をプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

寅さんのふるさともなか＆
矢切の渡しもなか

50名e

25名r

100名w

100名q

こち亀の両さんが
亀有名物のどら焼になった！

御菓子司代々喜の寅さん
のふるさともなか＆矢切
の渡しもなか詰め合せを
5名様にプレゼント。詳細
は応募方法をご確認くだ
さい。

葛飾伊勢屋の両さんどら焼
（小豆＆栗どらミックス6個入り）
を5名様にプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。
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